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予防接種制度

予防接種法
� 感染予防、発病予防、重症化予防、感染症のまん延を予防。
� 予防接種による健康被害の迅速な救済を図る。

定期接種
� 定期の予防接種は市町村⻑が⾏う
� 子どもの予防接種・・・・・受けるよう務めなければならない子どもの予防接種・・・・・受けるよう務めなければならない

集団予防、努⼒義務
� 高齢者の予防接種・・・・・自らの意思と責任で希望する人が受

ける
個人予防、重症化予防

任意接種
ロタウイルス、おたふくかぜ、Ｂ型肝炎

越前町の取り組み
定期外予防接種の実施 （平成21年より）
� 腎臓病や川崎病などの治療のため、対象年齢内に接種できない場合

⻑期にわたり療養を必要とする疾病にかかった者等の定期接種の
確保

平成25年１⽉30⽇より施⾏

越前町指定外医療機関での予防接種の実施 （平成23年より）
福井県広域的予防接種の実施 平成26年10⽉より

高齢者肺炎球菌予防接種の実施 （平成18年12⽉より）
� 高齢者の肺炎の重症化の予防

高齢者肺炎球菌が定期予防接種となって実施 平成26年10⽉よ
り

風しん予防接種の助成
妊娠初期に風しんに感染すると、胎児も風しんウイルスに感染し

ます
� 妊娠を望む⼥性（独⾝も可）、男性（既婚）

麻しん風しん混合ワクチンがおすすめ

赤ちゃん訪問
� 予防接種の説明 （名前入り予診票）
� 予防接種の種類、効果、受ける時期・回数

　1歳頃までの予防接種について（その２） ※　予防接種の分類は、予防接種法の改正による平成26年10月１日～のものです。

定期の推奨接種開始時期

接種可能な期間（国が決めている接種可能期間）

回数 効果的な接種時期と間隔

３回

開始時期：生後7か月～の場合

初回：27日～56日までの間隔をあけて2回

追加：初回終了後７か月～13か月までの間隔
をあけて1回

　

３回

開始時期：生後7か月～

初回：27日以上の間隔で2回

追加：初回終了後60日以上あけて1歳すぎに1
回

ジフテリアは、予防接種がはじまり、患者発生は年間
０～１人。

予防接種により患者激減。追加
接種をすることで10年間抗体持
続。

●２・３回目を１歳を超
えて接種する場合は、接
種せずに追加を接種する
こと。

●１歳～５歳までに開始
する場合は、5歳の誕生日
の前日までに1回接種。

肺炎球菌
（ＰＣＶ１３）

肺炎球菌は、子どもの多くが鼻の奥に持っている。と
きに中耳炎や重い髄膜炎などを起こす。肺炎球菌が原
因の化膿性髄膜炎は、5歳未満では、10万人に約2.5
～3人、年間で150人前後が発症しているとされてい
る。死亡率や後遺症は、ヒブの髄膜炎より高く、約２
１％が予後不良。

予防接種開始後、多くの国か
ら、細菌性髄膜炎が激減したと
いう報告がある。

不
活
化

４回

開始時期：生後2か月～の場合

初回：27日以上の間隔をあけて3回

追加：初回終了後60日以上あけて、生後12か
月以降に1回（標準的な接種期間：生後12～
15か月の前日まで）

●１歳を超えて2回目を接
種した場合、３回目は接
種せずに追加を接種。
●２・３回目が2歳を超え
る場合は接種せずに追加
を接種。
●１～２歳の前日までに
開始した場合は、60日以
上あけて2回接種。
●２歳～5歳の誕生日前日
までに開始した場合は、5
歳になるまでに1回接種。

定
期
予
防

インフルエンザ菌b型
（ヒブ）

ヒブは、中耳炎や気管支炎や髄膜炎のような重い病気
をおこす菌。
ヒブによる髄膜炎は、５歳未満では、10万人に約７
～８人、年間で約400人が発症し、そのうち、約
11％が予後不良とされている。生後４か月～１歳ま
での乳児が過半数を占める。

欧米では、予防接種開始後、重
症感染症は劇的に減少した。
ヒブの抵抗力は、３歳以上で急
速に上昇する。

不
活
化

４回

開始時期：生後2か月～の場合

初回：27日～56日までの間隔をあけて3回

追加：初回終了後7か月～13か月までの間隔を
あけて1回

備　考
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予防接種の種類 　どんな病気？ ワクチンの効果は？

ワ
ク
チ
ン
の
種
類

受け方

　同時接種が可能なワクチンもあります。
計画は、かかりつけ医と相談しましょう。
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月齢ごとの日付をいれましょう

誕生日

Ｈ 年 ／
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４

種類の異なるワクチンの受け方
【生ワクチン】接種後 →27日以上あける

【不活化ワクチン】接種後 →6日以上あける

予診票

予診票

百日咳は、特有のけいれん性の咳発作を特徴とする急
性気道感染症である。母親からの免疫が期待できない
ため、乳児期早期からかかり、とくに生後6 か月以下
では死に至る危険性も高い。

予防接種を受けた人が受けない
人より90％発症を防げた。一定
の抗体獲得あり。

ポリオウイルスにより、胃腸炎などを起こす。
1,000人～2,000人に１人麻痺を起こし、一部残る
場合がある。

予防接種の効果で日本での発症
報告なし。生ワクチンから不活
化になったが、麻痺性ポリオは
90％予防有効。初回から10～
15年免疫保持。

破傷風菌は、土の中にいて、傷などから体内に入
る。神経を傷め、痙攣をおこす。後遺症や死亡するこ
ともある。

追加接種後10年持続、11～12
歳頃、追加接種が必要。

麻しんウイルスによる感染。免疫力を落とすので症状
が重く、他の感染症にもかかりやすくなる。

接種者の95％は抗体獲得し長期
に持続する。

風しんウイルスによる感染。問題なく治ることが多い
が、まれに脳症などが起こる。

接種者の95％は抗体獲得し20
年近く持続する。

1価
（ロタリックス）

生 ２回
生後6週間から開始。
4週以上の間隔で2回、24週までに完了。

5価
（ロタテック）

（
経
口
）

３回
生後6週間から開始。
4週以上の間隔で3回、32週までに完了。

　ロタウイルス以外の任意予防接種もあります。受け方は、かかりつけ医に相談しましょう。 参考文献：予防接種ガイドライン2014年度版、予防接種とこどもの健康2014年度版

任
意
予
防
接
種

ロタ

ロタウイルスによる下痢症は、5歳までに95％は発
症する。激しい下痢などで、脱水、けいれん、脳症を
おこすこともある。2歳未満だと重症化しやすい。
生後6か月頃から患者が急増する。乳児中期から後期
になると予防接種の副反応である腸重積のリスクがよ
り高くなるため、接種時期は乳児期前期の期間が望ま
しい。

外国では予防接種により、病気
が劇的に減少したという報告が
ある。

●公費（無料）での接種
は2歳の誕生日の前日ま
で。

●ＭＲ２期を就学前年度
に接種する。

水　痘 水痘・帯状疱疹ウイルスによる急性感染症で、主に空
気感染する。発疹（斑点状紅丘疹→水痘）と発熱を伴
う。重症化、合併症により年間10数名死亡してい
る。

1回の接種では約２０％が流行
時に発症(軽症)するが、２回目
の接種で軽症を含め発症を予防
できる。

生 ２回

開始時期：1歳～

初回：1回

追加：初回から6か月～1年までの間隔をあけて
1回
※すでに水痘に罹患したことがある者は接種対
象外(健康増進室へ連絡ください)

●公費(無料)での接種は
３歳の誕生日の前日ま
で。

●公費（無料）での接種
は7歳半の前日まで。

●11歳～12歳で二種混
合（ジフテリアと破傷
風）の追加接種あり。

ＢＣＧ 結核の予防接種。結核菌による空気感染で、肺から入
り、肺結核などを起こす。予防接種を受けていない乳
児が感染すると、病気の発症がはやく、結核性の
髄膜炎など重症になりやすい。

感染を受けても、予防接種を受
けていない人の１／４に発病を
抑える。重症化の予防には極め
て効果的。効果は10～15年。

生 １回
生後3か月から1歳の前日までの期間のうち、
生後5か月～8か月の接種が望ましい。

●公費（無料）での接種
は生後12か月の前日まで
に接種すること。

防
接
種 ４種混合

ジフテリア
百日咳

　不活化ポリオ
破傷風

不
活
化

４回

開始時期：生後3か月～

初回：20日～56日までの間隔をあけて3回接
種

追加：3回目終了後6か月以上の間隔をあけて1
回（標準的な接種期間：3回目終了後12か月
～18か月までの間隔をあけて1回）

麻しん風しん
（ＭＲ１期）

生 １回
1歳の誕生日を迎えたら早めの接種が望まし
い。

１ ４２ ３

１

１

１

１

２

２ ３

どちらか１種類を選びます。

接種金額は医療機関によって異なり

ますが、トータルの接種金額にはあ

まり差がないようです。

１ ２

予診票

予診票

郵 送

郵 送
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予防接種で困ったら
何から、受ければいいの？
あと、何回残ってるの？

1歳半、2歳、3歳児健診時に、接種未完了の予防接種について
説明
就学前の確認を。

� かかりつけ医に相談しましょう。
� 役場・保健衛生課、健康増進室に相談しましょ
う。

⽇本脳炎予防接種の特例対象者の相談も随時⾏っています。

⽇頃の生活の中で抵抗⼒をつけましょ
う
� 薄着の習慣

� 生活リズムを整える
早寝、早起き
食事の時間食事の時間

� 体を動かす

� 室温湿度の調整


